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衆
議
院
議
員
小
池
政
就
君
提
出
電
力
自
由
化
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
導
入
促
進
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
回
避
可
能
費
用
の
額
の
算
定
の
根
拠
及
び
考
え
方
」
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
六
号
）
第
十
六
条
に
定
め
る

と
お
り
、
「
特
定
契
約
に
基
づ
き
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
を
し
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
気
の
量
に
相
当
す
る
量
の
電
気
の
発
電
又
は
調
達
に
要
す
る
こ
と
と
な
る
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
の
費
用
と
し

て
経
済
産
業
大
臣
が
電
気
事
業
者
ご
と
に
定
め
る
額
（
以
下
「
回
避
可
能
費
用
単
価
」
と
い
う
。
）
に
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
当
該
電
気
事
業
者
が
特
定
契
約
に
基
づ
き
調
達
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
量

を
乗
ず
る
」
も
の
と
し
て
お
り
、
具
体
的
な
回
避
可
能
費
用
単
価
に
つ
い
て
は
、
同
規
則
に
基
づ
く
回
避
可
能
費
用
単
価
等

を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
経
済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
四
号
）
に
お
い
て
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
八

号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
気
事
業
者
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
交
付
金
は
、
電
気
事
業
者
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

一



ー
電
気
の
調
達
に
要
し
た
費
用
か
ら
回
避
可
能
費
用
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
交
付
金
に
電
気
事
業
者
の
利
潤
と
し

て
計
上
さ
れ
る
べ
き
費
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
交
付
金
の
額
の
算
定
方
法
の
「
今
後
の
見
直
し
の
有
無
」
に
つ
い
て
は
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
詳
細
な
内
容

の
検
討
に
あ
わ
せ
て
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
等
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
「
そ
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
は
、
電

力
シ
ス
テ
ム
改
革
と
の
整
合
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
付
加
価
値
を
高
め
る
措
置
」
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
コ
ス

ト
は
、
火
力
等
に
比
し
て
高
く
、
電
力
市
場
を
自
由
化
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
市
場
原
理
に
任
せ
る
だ
け
で
は
そ
の
大
幅
な

導
入
拡
大
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
普
及
の
加
速
に
向
け
て
、
固
定
価
格
買
取
制
度
を
着

実
か
つ
安
定
的
に
運
用
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
需
要
地
密
着
型
発
電
へ
の
託
送
料
割
引
」
に
つ
い
て
は
、
遠
隔
地
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

利
用
す
る
上
で
影
響
が
生
ず
る
こ
と
も
勘
案
し
つ
つ
、
今
後
の
託
送
料
金
制
度
全
体
の
見
直
し
の
中
で
検
討
し
て
い
く
考
え

二



で
あ
る
。

三


